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小児科　足立雄一（医学科　昭和57年卒）

近畿大学医学部呼吸器・アレルギー内科　　　　　　　　　 
地域医療連携学総合講座　久米裕昭（医学科　昭和57年卒）

福島県立医科大学　医学部システム神経学講座　永福智志（医学科　平成 2 年卒）

放射線診断・治療学講座　野口　京（医学科　平成 3 年卒）

行動科学　堀　悦郎
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医学部の現状と
「医療ルネッサンス寄附事業」へのご協力願い
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　表紙 加　藤　千　代「 明 日 に 」　ロウケツ染

神経精神科　高橋　努（医学科　平成 8 年卒）

　脳神経外科　旭　雄士（医学科　平成 8 年卒）
市立砺波総合病院　脳神経外科　梅村公子（医学科　平成 8 年卒）

富山県立中央病院　内科　谷口浩和（医学科　平成 8 年卒）

済生会富山病院　脳神経外科　部長　久保道也（医学科　昭和63年卒）

加治屋　学
　

保健体育科　教授　小野寺孝一

　染色工芸家。太平洋美術展・新人賞（1982年）、松吉賞（1984年）、太平洋美術会賞（1998年）受賞。
各地工芸画廊をはじめ、日本橋高島屋（東京）、現代工芸藤野屋（栃木県佐野市）などで個展を開催
している。また、1994年とちぎの美術女流作家100人展にも選ばれる。1999年銀座松屋にて個展を
開く。いずれも好評を博す。栃木［蔵の街］音楽祭協力委員として地域文化活動にも貢献。縁あっ
て本同窓会誌の表紙絵を1997年より依頼している。栃木県岩舟町在住。



　医学部同窓会の皆様におかれましては、ますますご清祥のこととお喜び申

し上げます。早いもので、今年も残すところ一ヶ月となりました。本日は快

晴に恵まれ、医学研究棟の窓から、紅葉した楡の木の向こうに、白銀の立山連

峰が壮大な姿をみせております。

　さて、我が国の医療と国立大学医学部を取り巻く状況は目まぐるしく変貌

しており、特に「地域の医師確保対策」が重点課題となっています。本学医学

部も新・研修医制度（マッチング）導入以来、大学の医師の定着率が減少し始

め、医局の崩壊の危機、さらには県内の地域医療の崩壊が始まっていて、深刻

な問題になっています。本学医学部の取組みとして、富山県の奨学金による

「特別枠」10名の学生募集、さらに、富山県の地域医療を担う意欲のある受験

生を確保する「地域枠」15名の学生募集を始め、現在、特別枠と地域枠を合わ

せ100名以上の学生が本学医学部に在学しており、本学医学部の定着率の向

上と、富山県で活躍できる医師数の増加、さらに診療科偏在等の解決ができ

るものと期待しています。

　一方、医療分野を俯瞰すると、急速に進展する超高齢化への対応が喫緊課

題です。これに対して、文科省は「未来医療研究人材養成拠点事業」（平成25年

度予算額22.5億円）として、「本課題に対応するための独創性と特色ある取組

みに挑戦する」提案を、全国の国公私立大から募集しました。光栄なことに本

学医学部の提案「地域包括ケアのためのアカデミック総合診療医養成拠点」が

事業に採択されました（平成29年度まで継続）。本事業の骨子は、富山大学に

医学部長　村 口　  篤

医学部の現状と
「医療ルネッサンス寄附事業」へのご協力願い

qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq
q

q
q

q
q

q
q

q
q

q
q

q
q

q
q

q
q

q
q

q
q

q

qqqqqqqqqqqqqq



「とやま総合診療イノベーションセンター」を設置し、富山の地域医療の養成

ゾーン（教育・研究・政策）と実践ゾーン（地域医療・多職種連携）を一本化する

ために、養成ゾーンと実践ゾーンの各々を専門とするリサーチマインドを

持ったアカデミック総合診療医の養成を行うものです。富山大学、県、市町村、

医師会、地域医療機関、多職種医療関係者、および住民がオール富山で取組む

もので、本医学部のミッションである地域医療への貢献が期待されています。

　一方、医学部看護学科では、「自立した研究マインドをもち、根拠に基づき

科学的な判断ができ、企画調整・包括的な看護実践ができる人材を輩出する」

目的で、博士課程看護学専攻（仮名）の設置に向けて、鋭意準備しています。平

成26年度に文科省に申請し、平成27年度から学生を募集する予定です。看護

学科では、大学院博士課程設置をバネに、富山に「東洋の知」と｢西洋医療｣の

統合に立脚した特色ある看護学を確立し、さらに看護・医療サービスの量と

質を高め、国内外の地域住民の生活文化に寄与すべくさらに精勤する所存で

あります。

　最後になりましたが、お願いでございます。富山大学医学部は、これまでに

卒業生の皆様から多大のご支援を受けてまいりましたが、この度、医学科創

立40周年・看護学科創立25周年記念式典の基金ならびに学生支援や教育研究

支援等の一層の充実を図るため「富山大学医療ルネッサンス事業寄附事業（目

標2億円）」を創設する運びとなりました。この寄附事業により、医学部・附属

病院独自の先端医学研究環境整備事業、医学・看護研究支援事業、研修医支援

事業、医学教育環境整備事業等を推進し、教育研究・ 臨床機能のさらなる強

化と魅力づくりに努めてまいります。医学部同窓会の皆様には、厳しい経済

状況の中、まことに恐縮ではありますが、状況をご理解頂き、何卒、お力添え

ならびにご支援を頂きますよう、心よりお願い申し上げます。詳細は、本学医

学部ホームページに掲載しています。よろしくお願い致します。
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　富山大学医学部は、今年で富山医科薬科大学（医学部）創立1977年から37年を迎えます。

振り返ると、一昨年には本同窓会も創立30周年を迎え、私も同窓会活動を始めてから早20

年が経ちました。20年ほど前には各医局に同窓会の分担役があり、その引継ぎで理事を引

き受けたのですが、同窓会が大学の“裏方”として大学を支えていることを知ってからは、

大学に所属する者として責務を感じるようになり今日に至っています。

　本稿では、富山大学医学部を取り巻く環境のうち、昔と今で大きく変わった点をいくつ

かご紹介したいと思います。

　まずは、良くなった点からです。嬉しいことに、主要なポストに就任する会員がかなり

増えました。このところ同窓会に入ってくる情報だけでも、毎年複数名が全国の大学で教

授・准教授になっています。また、公的・私的病院の病院長も増えています。これらの結果

は、初代教授を始めとした諸先生方の教育効果が漸く出てきたといえるかと思います。

　また、富山大学附属病院が、30年以上の歳月をかけて漸く、富山県における中心的および

先端的医療の場としての地位が確立されてきたと思います。その現れの一つとして、昔は

ほとんどなかったように記憶していますが・・・今では“笑顔があふれる”病院として富山県

民の皆様から支持されているという声をよく聞くようになりました。環境や食の問題でも

然りですが、「安心・安全な医療」をこれからも心掛けていただき、富山県民の声に応える病

院を目指してほしいと願っています。

　悪い点としては、悲しいことに訃報の数も少しずつですが増えてきています。加齢とい

う不可避的自然生理現象だけでなく、若くしてお亡くなりになる会員も少なくありませ

ん。通常、若者は、自分の精神的・技術的未熟さを補うために年を重ね、中高年になると、熟

達した知識・技術を衰えさせないために、日々の鍛錬が必要です。しかしながら、医療人が

富山大学医学部の変遷
－今と昔－

理事長　田 渕 　英 一（医学科　昭和62年卒）
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被医療人（患者）になってしまっては、元も子もありません。 過度な精神的and / or 物理的 

and / or 環境的ストレスは、私たちの身体の代謝・免疫・活動性を低下させます。どうか 

“生理的適正範囲内”での活動を心がけていただきたいと存じます。

　さて、ここからは本学に限ったことではありませんが、大学間の“派閥”も、医局制度が廃

止されてからはほとんどなくなりました。私の知る限り、「どこそこの大学を卒業していな

いと入れない」という病院は、もうなくなりました。言い換えると、医師の能力が評価され

るようになり、実力主義になったと言えるかもしれません。

　また、昔は、大学病院や公的総合病院で勤務することが一つのステータスでしたが、昨今

では、総合病院での研修や一時的な勤務を希望する医師が多い反面、一つの総合病院で永

続的に勤務する医師が減っています。とくに若い世代にとっては、一箇所に長くいると、

人間関係に疲れるのか、飽きるのか、そういった現代の世情を反映しているのでしょう。

　“新設医科大学”と言われることもなくなりました。いい風に捉えれば“老舗”の仲間入り

したのかもしれません。

　一方、近年の大学補助金の削減は深刻であり、どの大学においても、同窓会や後援会から

の人的・経済的援助が求められています。また、社会の多様化・複雑化の影響を受け、大学

だけでの教育が困難となっています。専門医療スタッフを養成していることから、大学内

外の病院実習も頻繁に行われています。

　大学支援金が限定的となっていることもあり、これまで会員の皆様からいただいた会費

を長年貯蓄してきた記念事業積立金を、富山大学医療ルネッサンス事業へ寄附することが

決まりました（36ページ参照）。この富山大学医療ルネッサンス事業は、まだ目標額には到

達しておらず、所得税控除対象となりますので、志のある会員の皆様におかれましては、金

額の多少に関わらず寄附していただければ大変有難く存じます。

　以上、昔を振り返り、思いついたことを書いてみました。最後に、富山大学医学部同窓会

は、現在20名程度の理事と10名程度の準会員（学生）を中心に活動していますが、我々同窓

会のメンバーは、長年お世話になった母校への恩返しのつもりで、同窓会活動を続けてい

ます。今後とも、会員の皆様からの本同窓会への温かいご支援・ご協力を宜しくお願い致し

ます。会員の皆様のご健康・ご活躍を祈念しております。

H
H

H
H

H
H

H
H

H
H

H
H

H
H

H
H

H
H

H
H

H
H

H
H

H
H

H
H

H
H

H
H

H
H

H
H

H
H

H
H

H
H

H
H

H
H

H
H

H
H

H
H

H
H

H
H

HHHHHHHHHHHHHHHHHH



　私は平成10年に富山医科薬科大学を卒業し、同学小児科に入局いたしました。その後、同学小児科

で勤務を続け、2010年の4月から2012年の6月まで米国シンシナティのCincinnati  Children’s Hospital 

Medical Centerに留学する機会を得ましたので、簡単にご報告いたしたいと思います。

　留学のきっかけは、市田准教授の御厚意で、米国循環器学会において心筋症の権威であるJeffrey 

A. Towbin教授をご紹介頂いたことが始まりでした。それまでは心筋症についてあまり知見がなく、

留学の話が決まった当初は、不安の方が多かったことを覚えています。

　米国中西部にあるシンシナティは、ニューヨーク・ボストンといった東海岸やロサンゼルス・サン

フランシスコといった西海岸の大都市と比べて、犯罪も少なく人々も穏やかで、のんびりとした街で

した。シンシナティ小児病院医療センターは、病床449床と日本の病院と比べると規模は大きくあり

ません。しかし、2012年のベストオブ小児病院では、臨床では消化器、呼吸器、新生児を筆頭に、すべ

ての分野においてトップ10にランクインされ、総合でベスト3に入っております。

　Towbin教授は2009年にテキサスのBaylor医科大学よりシンシナティ小児病院医療センターの

留学便り

小児科　助教　廣 野 　恵 一（医学科　平成10年卒）

シンシナティ小児病院医療センター

シンシナティ小児病院医療センター、研究棟
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Heart InstituteのDirectorとして招聘されました。そのため、Towbin教授は臨床と基礎を掛け持ちし、

非常に多忙な日々を送っておられました。研究は、Towbin教授のテーマである心筋症に関する遺伝

子変異の解明とその機能に関する研究を行っていました。

　もともと、臨床ばかりやっていたため、実験のテクニックがなく、また日本語の教科書もなく、最初

は単語すらわからず苦労しました。毎週火曜日にはリサーチカンファレンスがあり、そこで2 ヶ月に

1回くらいのペースで自分の研究経過を発表する場があり、リサーチフェローが順番に、スライドを

用いて発表します。当然ながら、他の者は皆、原稿は読まずに発表を行います。発表の上手な米国人

の同僚の中で発表するだけでも非常にストレスな上に英語でのプレゼンテーションということで、

最初のうちは、日本で初めて学会発表した時以上の緊張感を感じました。

　Towbin教授を中心とした小児循環器に関わる人々のとにかく患者を何とか治療するのだという強

い熱意と真摯な姿勢を見て深く心を動かされました。これらの人々は、医療だけでなく、普段の生活

でも他人に細かい心配りをしていました。このような人々を目の前で見られたことは、自分がこれか

ら医師という職業をしながら生きていく上で、非常に貴重な経験となりました。

　現在、留学生活を振り返ってみると、公的にも私的にも自分を見つめ直すいい機会を与えて頂き、

非常に有意義なものであったと感じています。留学の際に、いろいろお世話になった方々に、非常に

感謝しております。この場をお借りして、お礼を申し上げます。

ラボメンバーと（筆者左）
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附属病院臨床研修部より

　平成16年から開始された新卒後臨床研修制度は、10年目になりました。新しい研修制度の中、富山

大学附属病院で富山だけでなく、全国で活躍できる医師を養成するために様々な取り組みが行われて

きました。平成25年度からは臨床研修部を中心として、医学部教育を『医学教育学・保健医療人教育

室』、医学部卒業後、医師としての土台をつくる2年間の初期臨床研修を『卒後臨床研修センター』、高

度専門医療を習得する後期研修を『専門医養成支援センター』が担うよう再編されました。これによ

り医学部入学から専門医まで一貫したキャリアパスの実現をサポートできる体制が整いつつありま

す。新卒後臨床研修制度が始まるまでは診療科を越えた研修、教育のはっきりとした組織はなく、今

後の発展が非常に期待されると考えております。北島勲臨床研修部部長、戸邉一之副部長のもと、様々

な診療科のスタッフが日々、充実した教育・研修環境を作るべく尽力しております。

　富山大学附属病院における平成25年度の初期臨床研修医マッチング状況は25名と昨年度とほぼ同

数でありますが、まだまだ十分とはいえません。富山大学附属病院、富山県の医療を発展させるため

に、我々も様々な取り組みを行っていきたいと考えております。卒業生の先生方におかれましても、

後輩たちが持てる力を十分に発揮できるようご指導いただき、御意見等をいただければと思います。

臨床研修部　 宮 　 一 志（医学科　平成11年卒）



　平成25年9月16日付けで本学小児科学教室の教授に着任した足立雄一です。私は、富山医科薬科大

学医学部の一期生として入学して以来、ずっと本学の発展と共に歩んできました。本学小児科学教室

は、初代岡田敏夫先生が1977年に新潟大学から着任され、その歴史がスタートしました。 岡田先生は

小児腎臓病学の大家でしたが、ご専門の腎臓ばかりでなく、循環器、神経、アレルギー、新生児などの

診療・研究グループを育てられ、現在の教室の基礎を築かれました。そして、1995年に金沢大学から宮

脇利男先生が二代目の教授として着任され、新たな風を吹き込んでくださいました。宮脇先生は精力

的に国内外の先天性免疫不全の子どもたちの診断と治療にご尽力されると共に、研究にも強い情熱を

注がれ、医局員に臨床医であると共に研究者であれとご指導下さいました。このお二人のご指導のお

蔭で、当初4名でスタートした小児科学教室は今では同門の数が百数十名と大きな発展を遂げました。

　私が本学の一期生として入学した時、開学間もない本学は自前の校舎がなく、富山中部高校の旧校

舎を間借りして授業がスタートしました。校舎が無いばかりか、部活も無い、試験の過去問も無いな

ど、全てが無からのスタートでしたが、今振り返ってみるとこのような境遇で学生生活を過ごしたこ

とが、その後どのような環境に置かれても適応できる能力を身につけさせてくれたのだろうと思って

います。卒業後は迷うことも無く母校に残ることにしました。 当時は「母校の発展のために」という高

尚な思いはありませんでしたが、本学の医局は旧帝大の医局とは違い、入局後の研修や留学などでか

なり融通がきいたように思っています。

　開学から約40年が経ち、本学は既に新設大学の時期は過ぎて、伝統ある大学のひとつになったもの

と思います。このように諸先輩方が築いてくださった伝統を育みながら、今後さらに発展させること

が私に科せられた責務と考え、今後精進していきたいと思います。同窓会の皆様方には、今後ともご

指導ご鞭撻のほどお願い申し上げます。

着任のご挨拶

小児科　足 立 　 雄  一（医学科　昭和57年卒）

＜卒業生教授就任挨拶＞
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　時下、同窓生のみなさまにはますますご健勝のこととお慶び申し上げます。さて、2012年4月1日に大阪

府からの寄附により地域連携学総合講座が開講され、呼吸器・アレルギー内科部門を兼務として担当す

ることになりました。就任の挨拶として仕事の内容を紹介させていただきます。

　目的は、りんくう総合医療センター（関西国際空港に近接）に拠点を置き、呼吸器内科専門医が非常に

少ない大阪府最南の泉州南部地域（忠岡町、貝塚市、泉佐野市、泉南市、阪南市、熊取町、田尻町、岬町）に

おいて、専門医として地域住民の診療に従事し、質が高く、安全性が保証された医療の提供を実現するこ

とです。このため、毎週月、火曜日は、同医療センターに出向き外来診療をしています。目的の達成には、

通常診療だけでは困難です。医師（一般医、他診療科の専門医）、その他の医療従事者（薬剤師、看護師、な

ど）と有効な医療連携（パートナーシップ）を構築し、高度先進医療の給付に努めなければなりません。啓

発活動により、一般医が診療する機会が多い気管支喘息、慢性閉塞性肺疾患、慢性咳嗽などの医療水準の

向上を図り、疾患の多様性にも十分に対応して他診療科からの紹介に対する信頼を得る必要があります。

　呼吸器内科の診療実績が無いところから立ち上げました。就任初年度（2012年度）の1年間で診察し

た患者はのべ2,184人でした。そのうち、院内、院外からの紹介患者が約30%を占めていました。2013年

4月以降では、患者のべ人数は1.5倍に増加し、紹介件数も1.3倍になっており、地域に密着した医療がで

きているように思います。肺機能検査は初年度には前年度に比べ約25%増加し、その後も検査件数は

順調に増えています。診断の精度を上げるため、肺機能検査において可逆性試験（気管支拡張薬吸入前

後で一秒量の改善を調べる）、および気道過敏性試験（アセチルコリン吸入で一秒量が20%低下する閾

値を調べる）を新たに導入しました。さらに、モストグラフ、呼気NO濃度測定も可能になりました。こ

れで閉塞性肺障害の検索においてほぼすべての検査機器が揃い、大阪府下でも最上級のレベルにまで

引き上げることができました。

　地域における啓発活動として、研修医への呼吸器救急疾患診療の講義、上記の医療連携の構築のため、

近隣の一般医との間で、気管支喘息、慢性閉塞性肺疾患の治療の標準化と病診連携のシステムの確立に

取り組んできました。さらに、吸入服薬指導の向上と標準化を目指し、近隣の薬剤師と定期的に話し合い、

病薬連携を充実させるために連絡箋の作成に取り組んでいます。

　地域の住民、医師、医療従事者のみなさんに少しでも貢献できるように今後も研鑽を積む所存です。み

なさまからの感謝の声を聴くことが何よりも嬉しく、励みになっています。

教授就任のご挨拶

近畿大学医学部呼吸器・アレルギー内科

地域医療連携学総合講座　久 米 　裕 昭（医学科　昭和57年卒）

＜卒業生教授就任挨拶＞
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　2013年7月1日をもちまして福島県立医科大学医学部システム神経科学講座（旧神経生理学講座）主

任教授に就任いたしました。私は本学9回生で、1990年に富山医科薬科大学医学部医学科を卒業後、直

ちに大学院に進学し、その後2013年6月末日まで、本学大学院医学薬学研究部統合神経科学講座（旧富

山医科薬科大学医学部第二生理学講座）に所属しておりました。在職中は小野武年先生、西条寿夫先

生、田村了以先生はじめ多くの先生方にたいへんお世話になりました。この場をお借りして厚く御礼

申し上げたいと思います。 

　私はこれまで23年間、主に霊長類であるサルを主な実験動物として用い、中枢神経系における情報

処理機構について研究を行ってまいりました。大学院では、サルの海馬における記憶の情報表現につ

いて博士論文をまとめ学位を頂きました。その後は、米国国立衛生研究所（NIH）のRobert H. Wurtz

先生のもとでサルの高次視覚野での情報処理機構についての研究に従事させていただきました。 

  帰国後は現在に至るまで、サルの側頭葉での視覚認知や記憶の神経機構についての研究を行ってい

ます。とくに「顔」に関しての視覚認知・記憶の神経機構の研究を主軸としてきました。霊長類の側頭

葉には顔を見たときにだけ興奮を生じるような顔ニューロンというたいへん興味深い神経細胞が存

在します。これまでこのような顔ニューロンの様々な性質を捉えることに取り組んできました。現在、

顔認知の神経機構に関する研究は、サルでの顔ニューロンの研究に限らず、ヒトでの機能的MRIなど

様々な機能的脳イメージングによる研究なども巻き込んでたいへんな活況を呈しています。そんな

顔研究の流れにリアルタイムで参加できたことは研究者冥利に尽きるといってよいと思います。

　この度縁あって、福島県立医科大学・医学部のシステム神経科学講座を担当させていただくことに

なりました。本講座には前任の香山雪彦先生が培われた電気生理学の優れた伝統があります。これか

ら私は本講座で、これまでの認知行動下の動物からのニューロン活動記録・解析に関する私自身の技

術や経験を最大限に活かし、またヒトでの機能的脳イメージング研究など新たな研究分野に果敢に挑

み、げっ歯類やヒトをも対象とした、多角的な脳研究を広く展開させていきたいと考えています。着

任してもう少しで半年になるところですが、徐々にではあるものの環境が整いつつあります。今後と

も同窓の皆様のご指導ご鞭撻のほど宜しくお願い申し上げます。

教授就任のご挨拶

福島県立医科大学　医学部システム神経学講座

　永 福  　智 志（医学科　平成2年卒）

＜卒業生教授就任挨拶＞
ttttttttttttttttttttttttttttttttttttt

ttttttttttttttttttttttttttttttttttttt



教授就任挨拶

放射線診断・治療学講座

野 口  　京（医学科　平成3年卒）

＜卒業生教授就任挨拶＞
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　平成25年9月16日付けで、富山大学大学院医学薬学研究部（医学）放射線診断・治療学講座の第3代教

授へ昇進しました。

　私は、昭和36年に石川県の奥能登の柳田村に生まれ、そして高校生まで柳田村で育ちました（現在

は、平成の大合併にて柳田村は能登町となっています）。当時の家の周りは、車が一台やっと通れるよ

うな細い道と、田んぼと畑と低い山しかありませんでした。その後、どんどん発展して、実家の家の前

には広い能登縦貫道路が走り、10年ほど前に実家から車で10分程度の所に能登空港ができ、能登・羽

田便が一日2往復しています。

　このような環境で育ちましたが、両親が共に教師だったためか、科学と学習という月刊誌を、私の

ために毎月購入してくれました。また、子供学習百科事典という10冊程の大型本を買い与えてくれ、

暇さえあればその百科事典をながめていました。このことが、私の学習や思考能力に大きな影響を与

えてくれたと思っています。

　柳田村の隣町にあった県立の宇出津高校を卒業後、予備校へ行かず2年間の浪人生活を送り、富山

医科薬科大学へ入学しました。合格の挨拶のために母校の宇出津高校へ行った際、数学の先生が「つ

いに医学部の壁が破れた」「もう一年浪人して東大の壁も破ってくれ」と興奮されていたことが思い出

されます。その後、宇出津高校は統合されてなくなってしまったので、宇出津高校から医学部へ入学

したのは、私が最初で最後だったと思います。

　富山医科薬科大学入学後は、詳細は省きますが、いろいろな出来事があり、5年時からの臨床実習が

始まる前までは、全く勉強しないで硬式テニスの練習ばかりやっていました。その結果、大学卒業が3

年間も遅れました。同級生が300人以上いるわけですが、良いことではなく、同級生との連帯感が薄ま

りますし、自分は一体何期生なのだろうかと悩むことがよくあります。
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　大学卒業後は、放射線医学教室へ入局しました。5年生になって臨床実習がはじまってからは、人

生で一番といってよいほど、まじめに勉強しましたが、画像診断に関しては、自分で勉強してもどう

にもわからなかったので、放射線科に入ろうと考えました。また、放射線科に入局して2年ほど研修

した時点で、頭部の画像診断が最もわからないと感じていました。そこで、最も苦手と感じていた頭

部の画像診断を自分の専門分野にしたいと考えて、秋田県立脳血管研究センターへ研修に行かせて

もらいました。

　秋田県立脳血管研究センターでは、脳卒中の画像診断の勉強のみならず、研究および論文を執筆す

ることを学びました。その結果、Radiologyという放射線学では最も権威のあるジャーナルへ論文を

載せることができました。秋田県立脳血管研究センターで学んだことが、私の放射線科医としての

ベースになっています。

　その後、富山医科薬科大学へ復帰し、秋田県立脳血管研究センターおよび富山医科薬科大学にて執

筆した「MRIによるくも膜下出血の検出」に関する3本の論文にて、学位を取得しました。学位取得後

に、アメリカ合衆国のペンシルベニア大学へ留学することができました。秋頃までは非常に快適だっ

たのですが、冬がどうにも寒くて、どうせ留学するなら西海岸の大学にしておけば良かったと後悔し

た時もありました。

　帰国後は、富山医科薬科大学脳神経外科の桑山先生、久保先生らといっしょに、頭蓋内硬膜動静

脈瘻のMRI診断に関する研究に取り組みました。2010年に執筆した論文は、AJNRのEditor’s choice

に選ばれました。

　他人から見ると、実に運が良い人生を送っているように見えるかもしれませんが不安だらけです。

最も危惧していることは自分自身と家族の健康です。人生において最も大切なことは、仕事上の名誉

や収入ではなく、自分を含めた家族の健康と幸せだと思っています。

　私は発表のための研究ではなく、日常臨床の治療に直結するような画像診断法を開発することを目

指しています。しかしながら、現在、我が医局は、マンパワーが異常なまでに不足しています。今後は、

画像診断および放射線治療に興味を有する新しい人材を一人一人じっくりと確保しつつ、母校の発展

のために、頑張りたいと考えています。今後ともよろしくお願いします。



　平成25（2013）年4月1日付で行動科学に着任いたしました、堀 悦郎です。富山大学医学部同窓会の先生方

に、この場をお借りしてご挨拶申し上げます。

　私は平成3年に新潟大学農学部を卒業し、そのまま新潟大学大学院農学研究科へ進学しました。当時の研

究テーマは「鳥類メスに特有なカルシウム代謝に関する組織学的研究」であり、ニワトリを飼育し、その骨や

卵といった硬組織を様々な顕微鏡を使って観察する日々を送っておりました。大学院終了後は製薬会社に

就職し、新薬開発に携わることとなりました。しかし、薬学的な知識が全くなかった私には、製薬メーカー

の研究所職務はわからないことだらけでした。幸運にも、当時の上司から「大学へ行って神経生理学を勉強

してくるように」と下知があり、山形大学医学部生理学、金沢大学医学部生理学、帝京大学耳鼻咽喉科学な

どの教室でそれぞれ実験研究に参加し、多くの事を学ばせていただきました。その中で、もっとも長期にわ

たった出向先が当時の富山医科薬科大学医学部第二生理学（小野武年教授）でした。大所帯でアクティブな

研究室では様々な教えをいただき、メインテーマ以外の実験研究へも参加するなど、大変充実した日々を過

ごさせていただきました。そんな折、当時助教授だった西条寿夫先生が本学医学部第一生理学（現システム

情動科学）の教授に昇任され、それを追う形で製薬メーカーを辞し、助手にしていただきました。それから

は、神経生理学的手法に基盤をおいたヒトや動物の行動発現のメカニズムに関する研究に携わってきまし

た。今回教授として着任した行動科学でも、「なぜ我々はこのような行動をとるのか？」「ヒトとは何なの

か？」という永遠の疑問を追求し、微力ではありますが研究活動を続けていきたいと思っております。

　一方で、行動科学の教員としては教養教育への大きなエフォート配分が望まれております。私の担当は

主に1～2年次生です。医療人になろうと高い志をもって入学した学生たちが、そのモチベーションを維持

して専門教育を受けられるようにするのが私の任務であると考えております。私は、上記の経歴を活かし、

優れた“医療人”のための基礎作りを手伝うことで、その先の専門教育を経て広く世の中に役立つ人材を富

山大学医学部から輩出できるよう、尽力してまいります。駆け出しの身でありますので、諸先輩方には叱咤

激励を頂きたく、この場を借りてお願い申し上げる次第です。どうぞよろしくお願いいたします。

新任教授挨拶

行動科学　堀 　 悦 郎

＜新任教授就任挨拶＞
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